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１．はじめに 

 近年普及の進んでいる無人航空機（ドローン）を利用することで、森林を様々な視点から見ることが

可能となりました。特に小規模の面積であれば、従来から使用されている人工衛星や航空機と比較し

て、低コストで高精細な画像をいつでも取得することが可能となり、国有林においても林況把握や災害

時における情報収集の手段として活躍が期待されています。 

 

２．取組の内容 

 ドローンの利用形態は大きく「計測的活用」と

「記録的活用」の２種類に分けられます（図 1）。 

計測的活用では、自動航行によりオバーラップ等

を考慮して撮影した画像を、オルソフォトや三次

元データとして加工することで蓄積の計算や地形

測量など高度な利用を目的としています。 

記録的活用では、オルソ化等の処理を行わず

に、森林を斜めから撮影した画像や広報用の風景

写真など、デジタルカメラの延長線上に位置する

利用方法です。 

 近年の森林林業におけるドローンの活用事例の大半は、オルソ化を前提としており、そのためには専

門のソフトウェアや設備が必要なため、誰でも手軽に利用することは現時点では難しい状況です。 

 しかし、森林を俯瞰する、斜めから撮影した画像は（写１）、広範囲の状況を一枚の画像に収めるこ

とができるため、人工林と周辺の道路などとの位置関係や地形の起伏など多くの情報を読み取ることが

可能です。 

手動操作により撮影した俯瞰画像は、地形や林相から判読することでしか撮影範囲を推定する方法が

ないため、林道などの目印になる地物や林相が一様な場合など、判読に必要となる情報が無い場合（写

２）、撮影範囲を特定することは困難です。 

そのような現状から、画像を撮影した位置や範囲などをデータとして管理し、業務において「資料」

として活用できるようなツールが有れば、よりドローンの活用の幅が広がると考え、本取組を行いまし

た。 

 

（１） ツールの概要 

 本取り組みでは画像に保存されている位置情報や撮影日時などの様々な情報を一覧として表

示、管理できる状態にして、それらの情報から大まかな撮影範囲などを可視化できるツールを

作成しました。 

ツール本体はエクセルを使用しており、処理は全て作成したマクロによって行います。 

ドローンは東北森林管理局に配備されている、DJI 製の Phantom4Pro、Mavic2Pro の２種に対

応しています。 

図１ ドローンの利用形態 



 

ツールによる処理の流れは図２のようになっています。ドローンによる撮影を行い、以降の

処理をマクロによって自動的に行います。 

 

 処理過程において、特筆すべき点は以下

のとおりです。 

・ドローンの機種毎に搭載されているカメ

ラ（レンズ）の焦点距離などの仕様が異な

ることを利用して、機種の判定及び撮影範

囲の算出に必要な係数を選択します 

・撮影地点の経緯度から、国土地理院が公

開している「標高 API」というウェブサー

ビスを利用して標高を取得して、離陸位置

と撮影位置の比高を補正しています 

・撮影時のドローンの機体情報（ジンバ

ルの角度など）は、画像データに保存さ

れている Exif データ（画像に撮影日時などの情報を記録する際の規格）内でもメーカーノート

と呼ばれる独特な領域に格納されているため、「exiftool」というフリーソフトを用いてテキス

トデータとして出力したものを、ツールに取り込んでいます。なお「exiftool」はマクロから

コマンドラインを経由して動作させているため、本ツールを使用する上での操作は発生しませ

ん 

・撮影範囲の推定には、Exif データから取得した位置情報を平面直角座標に変換し、画角等を

計算したのち経緯度に再変換しています、算出した撮影範囲はレンズの歪曲収差（画像周縁部

の歪み）は考慮していないため、厳密な撮影範囲を推定しているわけではありません 

 

 

 

 

 

写１ 斜めからの撮影した画像の例 

図２ ツールによる処理の流れ 

写２ 撮影位置が判読困難な例 



 ツールの基本的な操作は、

簡単に扱えるように、 

「画像フォルダの選択→出力

箇所の選択→出力の実行」 

の３ステップで完了します。 

 ツール上で（図３）、画像毎

の撮影日時や位置、高度など

の情報を一覧で確認すること

ができます。 

 

（２） 出力データの概要 

ツールでは、国有林 GIS 用の CSV ファイルとグーグルアース用の KML ファイルを選択して出

力できます。 

国有林 GIS の場合、撮影位置又は画像の中心位置を表示します（図４）。取り込みには、「測

量データ取込」の機能を利用していることから、ファイル名など任意のラベルの設定や、撮影

位置を直線で結び飛行経路として表示切り替えることが可能です（図５）。 

グーグルアース（GE）の場合、撮影位置に高度を反映して立体的に表示することが可能で

す。グーグルアースの画面上にて撮影した画像や詳細情報の確認が行えます。 

撮影範囲の表示（図６）や撮影方向を表示（図７）することも可能で、その他にもグーグル

アースの機能を用いて様々な図面を重ね合わせるなど、立体的に利用することができます。 

 

図３ ツールの画面（データ抽出後の状態） 

図４ 出力データを国有林 GIS へ取込んだ状態 図５ 出力データを国有林 GIS へ取込んだ状態 

 

図６ 出力データを GE で表示した状態 図７ 出力データを GE で表示した状態 

 



（３） データの活用 

ツールにより作成したデータを用いた具体的な活用例を紹介します。 

ア 虫害木の位置特定 

撮影した画像の中心位置を表示す

る機能を利用して、被害木を画面の

中心に収まるように撮影すること

で、GIS 上に位置を表示し、位置図の

作成を容易に行えます。また、ハン

ディ GPS へ経緯度を取り込むことで

現地へのナビゲーションにも用いる

ことができます。 

図８は実際に由利森林管理署管内

で確認された松枯れ被害木の撮影を

行い、オルソフォトで確認した位置

と比較を行った結果をグーグルアー

ス上に表示しています。 

図内（No1～No6）の写真から位置

を特定しており、円で囲んだ部分に被害木が写っています。図上の木のアイコンが被害木の位置、星印

が画像データから算出した中心（被害木）位置を示しています。 

 位置の特定には、真上からだけでなく、斜めからの撮影にも対応しているので、目視外になるため、

など、ドローンでも接近や飛行が困難な箇所でも対応できます。 

 精度の面では、ドローン自体の GPS 測位誤差や、撮影を行う操縦者の技量に大きく影響されることか

ら、最小でも 3m 程度のズレが生じるため、現地へのナビゲーションとして用いる際は目安程度として

運用する必要があります。 

 

イ 画像データの管理 

 撮影範囲をグーグルアース上に可視化することで、大量の撮影を行った場合や（図９）、様々な地点

で撮影を行った際に、任意の地物や箇所を含む画像データを容易に探すことができます。 

また、各撮影範囲のデータには撮影日時の情報を付与しているため、同一箇所において複数の画像が

存在する場合は、撮影した時間帯で絞り込んで表示が可能です（図 10）。 

 また、内業により撮影箇所を確認することができることから、現地での撮影に際してはドローンの位

置等の記録が必要なくなるため、ドローンの操縦及び撮影に専念できます。 

図８ 画像による被害木の位置特定 

図９ 全ての撮影範囲を表示した状態 

 

図 10 図９から特定の撮影時間帯のみ表示した状態 

 



ウ 飛行（撮影）計画の作成 

 林内や林道上からドローンを飛行

させる際には、平坦な地面で周囲の

見通しの良さや、沢などの地形の高

低差に応じた飛行高度の設定など

様々な制約があります。 

 ツールには、ドローンの位置や高

度、カメラを向ける方向などを指定

すると、撮影範囲がどの程度になる

かシミュレーションする機能を備え

ています。 

 現地での空撮に先駆け、小班など

の被写体を収めるために必要な高度

などの位置取り（図 11）を事前に把握することで、効率的で安全な撮影が可能となります。 

 

３．まとめ 

 オルソフォトや三次元データの解析は、森林の状態を知る新たな技術として非常に有用です。 

しかし、専門のソフトウェア等の設備を導入するためのコスト、また、処理に要する時間や精度を確

保するための扱う技術など運用には多くの課題が存在します。 

 一方、本取り組みで作成したツールは、撮影位置や範囲といった情報の管理・活用や厳密な精度を必

要としない利用方法に特化することで、操作や処理に関する時間的な面や、エクセルが動作する環境で

あれば利用可能という点で、比較的手軽に扱うことができます。 

広範囲にわたるものや一定の精度を有するものが必要か、１枚の写真で済むものか、ということや単

純にドローンがどこからどこを撮影したものか、など、必要とする情報に合わせてオルソフォトや本ツ

ールなどを使い分けることで、効率的な業務を行えるのではないかと考えます。 

 

 

４．参考資料 

撮影範囲推定の考え方 

図 11 シミュレーションによるデータを基にした撮影計画 

図 12 画角の算出方法 

 

図 13 撮影範囲の模式図 

 




